
　
昨
年
の
12
月
、
壺
屋
の
新
垣
家
住
宅
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
垣
家
住
宅
は
、
「
主
屋
（
う
ふ
や
）
」

と
「
作
業
場
」
、
「
離
れ
」
、
そ
し
て
東
ヌ

窯
と
し
て
親
し
ま
れ
る
「
登
り
窯
」
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
壺
屋
の
生
い
た
ち
は
、
1
6
8
2
年
（
尚

貞
王
14
年
）
に
、
知
花
（
美
里
）
、
宝
口
（
首

里
）
、
湧
田
（
泉
崎
）
の
３
ヵ
所
に
あ
っ
た

陶
窯
を
今
の
壺
屋
の
地
に
統
合
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
垣
家
住
宅
は
、
建
築
年
代
は
不
詳
で
す

が
、
19
世
紀
後
半
ま
で
に
造
ら
れ
た
と
み
ら

れ
、
当
時
の
陶
工
住
宅
を
伝
え
る
唯
一
、
住

宅
、
作
業
場
、
登
り
窯
を
セ
ッ
ト
で
残
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
登
り
窯
」
は
、
戦
前
の

上
焼
窯
（
う
わ
ぐ
す
り
を
施
す
技
法
で
、
食

器
や
酒
器
な
ど
の
小
物
類
を
多
く
扱
っ
た
窯
）

と
し
て
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
た

い
へ
ん
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
で
す
。

　
人
間
国
宝
で
有
名
な
金
城
次
郎
さ
ん
の
作

品
も
、
壷
屋
時
代
は
こ
こ
東
ヌ
窯
で
焼
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
10
・
10
空
襲
な
ど
の
戦
災
を
逃
れ
、
奇

跡
的
に
残
っ
た
、
こ
の
家
と
登
り
窯
を
簡
単

に
取
り
壊
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」
と
語

る
新
垣
家
の
第
15
代
当
主
で
あ
る
徹
児
さ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
、
屋
敷
の
維
持
管
理
に
多
く
の

ご
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
国
・

県
・
市
が
新
垣
さ
ん
と
一
緒
に
保
全
活
用
し

て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
、
壺
屋
の

新
た
な
歴
史
を
探

る
た
め
に
、
周
辺

一
帯
の
発
掘
調
査

が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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市
立
大
名
小
学
校
で
２
月
７
日
、「
招
待
給
食
会
」が
行
わ
れ
、翁
長

市
長
を
は
じ
め
、関
係
者
22
名
が
児
童
と
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
献
立
は
炊
き
込
み
ご
は
ん
、グ
ル
ク
ン
か
ら
あ
げ
、す
ま

し
汁
、田
芋
で
ん
が
く
、牛
乳
、伊
予
柑
。市
長
、市
議
会
議
長
が
招
待
さ

れ
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
は
お
誕
生
給
食
会
が
催
さ
れ
、２
月
生
ま
れ
の

児
童
34
名
が「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」を
歌
っ
た
後
に
、「
い
た
だ
き

ま
す
」。市
長
の「
将
来
何
に
な
り
た
い
？
」の
問
い
か
け
に
、「
プ
ロ
野

球
選
手
」、「
サ
ッ
カ
ー
選
手
」と
元
気
に
答
え
ま
し
た
。

　
市
民
憲
章
習
字
・
標
語
作
品
入
選
者
の
表
彰
式
が
２
月
７
日
、
パ
レ

ッ
ト
市
民
劇
場
で
行
わ
れ
、
習
字
で
小
、
中
学
生
81
名
、
標
語
で
小
、

中
学
生
・
一
般
・
園
児
21
名
、
合
わ
せ
て
1
0
2
名
に
那
覇
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
の
岸
本
義
一
郎
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
標
語
で
は
小
学
生
の
部
で
仲
村
渠
美
津
紀
さ
ん
（
天
妃
小
学
校
５

年
）
の
「
ご
み
へ
ら
す
　
君
の
心
が
　
き
れ
い
だ
ね
」
、
中
学
生
・
一

般
の
部
で
嘉
陽
久
美
さ
ん
（
城
北
中
学
校
３
年
）
の
「
気
づ
い
て
ま
す

か
　
失
う
自
然
　
増
え
る
ご
み
」
が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
市
へ
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
事
業
と
し
て
2
0
0
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
備
品
購
入
事
業

と
し
て
2
4
0
万
円
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
市
で
は
公
園
内
の
ハ
ー
ブ
園
に

植
え
る
苗
の
購
入
や
自
治
会
の
複
写
機
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
、
パ
ー
ラ

ン
ク
ー
、
太
鼓
な
ど
の
文
化
・
学
習
活
動
の
備
品
整
備
に
活
用
し
ま
す
。

自
治
会
の
備
品
、ハ
ー
ブ
の
苗
購
入
に
活
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
推
進

　
２
月
２
日
、
牧
志
１
丁
目
の
緑
ヶ
丘
公
園
予
定
地
内
で
、
米
国
製
５

イ
ン
チ
艦
砲
弾
の
不
発
弾
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
初

の
、
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
鋼
材
を
使
用
し
た
防
護
壁
内
（
深
さ
約
６
メ

ー
ト
ル
）
で
の
信
管
除
去
作
業
で
、
避
難
半
径
が
２
３
０
メ
ー
ト
ル
か

ら
１
０
６
メ
ー
ト
ル
と
大
幅
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
通
常
の
避
難
半
径
で
の
避
難
者
数
約
１，
８
２
０
人

（
７
０
０
世
帯
）
が
約
４
８
０
人(

１
８
５
世
帯
）
に
、
事
業
所
約
５

１
０
事
業
所
が
約
６
０
事
業
所
に
そ
れ
ぞ
れ
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

不発弾処理で避難半径を大幅短縮
県内初のライナープレート鋼材防護壁

「ごみへらす　君の心が　きれいだね」
市民憲章作品の入選102名を表彰

児童と市長が「いただきます」
市立大名小学校で「招待給食会」

な
ぁ
〜
ふ
ぁ
ぬ
宝

な
ぁ
〜
ふ
ぁ
ぬ
宝

市・県民税の申告はお早めに　※3月17日まで！（6面に関連）

県内労働者のみなさんへ

最低賃金
　知っていますか？
最低賃金
　知っていますか？
最低賃金
　知っていますか？沖縄県の

最低賃金

時間額

604円

効力発生日　平成14年10月1日

沖縄労働局　賃金室　1868-3421
那覇労働基準監督署　1868-8033

※ただし、特定の業種には産業別最低賃金が定められています。

応募作品　やちむんシーサー（自由な発想でつくられた未発表作品）

応募規定　・お一人1点・応募は全県（ただし、会場への搬入・搬出ができる方）

　　　　　・作品は4月3日（木）～6日（日）の間、壺屋焼物博物館3階ギャラリー、

　　　　　　壺屋児童館で展示します。

出 展 料　　無料

応募部門　　一般部門（高校生以上）、小・中学生部門

応募期間　　3月15日（土）～3月22日（土）

2003年「壺屋でシーサーの日」

お問い合わせ　壺屋焼物博物館　1862-3761

三
月
二
十
二
日（
土
）午
後
六
時
〜

　
　
　
　
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場

三
月
二
十
三
日（
日
）午
後
十
二
時
〜

牧
志
公
設
市
場
周
辺
の
中
心
商
店
街

　
　
　
　
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場

お
問
い
合
わ
せ

　
　
那
覇
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
6
1-

5
0
2
4

主
　
催

第
２
回
も
〜
れ
も
〜
れ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
祭
り
実
行
委
員
会

U
RL:http://w

w
w
.yarukihonki.com

前
夜
祭

祭
り
本
番

壺
屋
の
新
垣
家
住
宅（
東
ヌ
窯
）


